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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式／ 
インデックス型 

信託期間 2014年１月６日から2023年11月６日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、実質
的にダウ・ジョーンズ工業株価平均に採
用されている米国の株式に投資すること
により、ベンチマーク（ダウ・ジョーン
ズ工業株価平均（円換算ベース））の動
きに連動する投資成果を目指して運用を
行います。 

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。 

米国株式指数マザーファンド 

ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用
されている米国の株式 

当ファンドの 
運用方法 

■ダウ・ジョーンズ工業株価平均の構成
銘柄を実質的な主要投資対象とし、ベ
ンチマークの動きに連動する投資成果
を目指して運用を行います。 

■実質外貨建資産については、原則とし
て対円での為替ヘッジを行いません。

組入制限 当ファンド 

■株式への実質投資割合には、制限を設
けません。 

■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

米国株式指数マザーファンド 

■株式への投資割合には、制限を設けま
せん。 

■外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分配方針 ■年１回（原則として毎年11月５日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水準・
市況動向等を勘案して決定します。 

※委託会社の判断により分配を行わない場合も
あるため、将来の分配金の支払いおよびその
金額について保証するものではありません。

 
ファンドは複利効果による信託財産
の成長を優先するため、分配を極力
抑制します。 
（基準価額水準、市況動向等によっ
ては変更する場合があります。） 

 

 

三井住友・ＮＹダウ・
ジョーンズ・インデックス
ファンド（為替ノーヘッジ型）

【愛称：ＮＹドリーム】 
【運用報告書（全体版）】 

(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

第 ６ 期 

決算日 2019年11月５日 

受益者の皆さまへ 
当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

実質的にダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用さ

れている米国の株式に投資することにより、ベン

チマーク（ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換

算ベース））の動きに連動する投資成果を目指し

て運用を行います。当期についても、運用方針に

沿った運用を行いました。 
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－ 1 － 

最近５期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
(ベンチマーク) 

ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株式組入 
比  率 

株式先物 
比  率 
(買建－売建) 

純 資 産
総  額

(分配落) 
税 込
分配金

期 中
騰落率

(円換算ベース) 期 中
騰落率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
２期(2015年11月５日) 12,875 0 11.2 125.98 9.9 89.5 9.7 813
３期(2016年11月７日) 11,189 0 △13.1 107.91 △14.3 91.8 9.1 912
４期(2017年11月６日) 16,406 0 46.6 156.23 44.8 86.3 13.4 1,244
５期(2018年11月５日) 17,595 0 7.2 166.03 6.3 95.4 5.5 2,322
６期(2019年11月５日) 18,599 0 5.7 173.35 4.4 92.0 8.1 3,534
※基準価額の騰落率は分配金込み。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、前日の指数を当日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したもので、設定時
を100として2019年11月５日現在知りえた情報にもとづき指数化した当社計算値です。 

 
「Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品であり、これを利用するライ
センスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、Dow Jones Trademark Holdings LLC、Standard & Poor's 
Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均

株式組入 
比  率 

株式先物 
比  率 
(買建－売建)  騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ ％
2018年11月５日 17,595 － 166.03 － 95.4 5.5

  11月末 17,730 0.8 166.83 0.5 92.7 7.8
  12月末 15,841 △10.0 149.03 △10.2 90.8 10.3

2019年１月末  16,810 △ 4.5 158.15 △ 4.7 90.2 10.2
  ２月末 17,811 1.2 167.17 0.7 91.3 8.5
  ３月末 17,656 0.3 165.62 △ 0.2 95.2 5.4
  ４月末 18,310 4.1 171.74 3.4 93.3 6.7
  ５月末 17,069 △ 3.0 159.72 △ 3.8 92.1 8.4
  ６月末 17,742 0.8 165.91 △ 0.1 92.4 8.0
  ７月末 18,339 4.2 171.45 3.3 95.3 4.8
  ８月末 17,462 △ 0.8 162.85 △ 1.9 90.9 9.9
  ９月末 18,018 2.4 167.95 1.2 94.8 6.1
  10月末 18,430 4.7 171.76 3.4 92.1 8.1

(期   末)   
2019年11月５日 18,599 5.7 173.35 4.4 92.0 8.1

※騰落率は期首比です。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

基準価額等の推移

期 首 17,595円

期 末 18,599円
（分配金0円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋5.7％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドのベンチマークは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均(円換算ベース)です。
※��「Dow�Jones�Industrial�Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P�Dow�Jones�Indices�LLCの商品で
あり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P�Dow�Jones� Indices�LLC、
Dow�Jones�Trademark�Holdings�LLC、Standard�&�Poor’s�Financial�Services�LLCまたはそれぞれの関連会社に
よってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。
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基準価額の主な変動要因（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用され
ている米国の銘柄に等株数投資を行いました。実質外貨建資産については、対円での為替ヘッジ
を行いませんでした。

●��ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による金融引締め政策の緩和姿勢への転換が好感され、
株式市場が大きく上昇したこと

●��米中貿易摩擦の激化や米国の金融緩和期待の高まりを背景に、米ドルが円に対して下落
したこと

上昇要因

下落要因

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 期末組入比率
米国株式指数マザーファンド 外国株式 ＋6.5% 100.3%
※比率は、純資産総額に対する割合です。
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投資環境について（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

当期の米国株式市場は上昇しました。また、米ドルは円に対して下落しました。

米国株式市場
　米国株式市場は、期初から12月下旬まで
下落しました。米中貿易摩擦問題がくすぶる
中、12月上旬に行われた米中首脳会談の後
に二国間の問題解決への期待が後退したこと
が下押し材料になりました。また、中国景気
の減速や関税率引上げの影響で、堅調だった
米国の企業業績についても懸念が高まりまし
た。
　年明けから４月にかけては、株式市場の下
落に呼応して米国や中国で政策対応への期待
が高まったことや、ＦＲＢが利上げを停止し、
景気動向や市場動向に配慮する姿勢に転換し
たことを好感し、上昇しました。５月は、米
国トランプ大統領が対中輸入関税率の追加引
上げを指示したことから再び米中貿易摩擦問
題の深刻化に対する懸念が高まり、株価が下
落しました。６月から７月後半にかけては、
堅調な企業決算発表を受けて企業業績に対す
る悲観的な見方が後退したことなどから、株
価が再度上昇に転じました。８月以降は米中
貿易摩擦問題に関するニュースフローに左右
され乱高下する動きとなりましたが、貿易摩
擦問題の進展期待の高まりを受け期末にかけ

て値を戻す展開となりました。
　当期の市場の動きをダウ・ジョーンズ工業
株価平均（米ドルベース）でみると、期首に比
べて8.7％上昇しました。

為替市場
　米ドル・円相場は、期初はもちあいとなっ
た後、12月下旬から年初にかけて、急激な
米ドル安・円高となりました。１月上旬から
４月末にかけては、緩やかな米ドル高・円安
基調での推移となりました。米中貿易摩擦の
激化に伴い世界景気の後退懸念が台頭した一
方、堅調な景気指標が発表されるなど強弱材
料が交錯したことが要因です。５月から８月
にかけては、米国の金融緩和期待が高まった
ことや、再び米中の貿易摩擦が高まりリスク
回避の動きが強まったことなどを受け、安全
資産とされる円が上昇しました。９月から期
末にかけては、米中通商協議に対する期待な
どから円は米ドルに対し下落しました。
　当期の米ドル・円は、期首113円23銭か
ら期末108円79銭と４円44銭の米ドル安・
円高となりました。

 

 

 

品    名：as210_02_【全体版】帯・ノンブル（6P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2019/12/09 13:59:00 

 

－ 4 － 

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファンド（為替ノーヘッジ型）【愛称：ＮＹドリーム】 



 

ポートフォリオについて（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

当ファンド
　期を通じて主要投資対象である「米国株式
指数マザーファンド」を高位に組み入れまし
た。

米国株式指数マザーファンド
　ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算
ベース）の動きに連動する投資成果を目指し、
期を通じてダウ・ジョーンズ工業株価平均指
数先物を含めた株式組入比率は100％に近い
高位を保ちました。

※基準価額は分配金再投資ベース

ベンチマークとの差異について（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）

0.0

6.0

4.0

2.0

8.0
（％）

第6期

5.7

4.4

基準価額

ベンチマーク

　当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工業株価
平均(円換算ベース)をベンチマークとしてい
ます。
　左のグラフは、基準価額とベンチマーク
の騰落率の対比です。

●�マザーファンドは保有銘柄の配当権利落ちにより未収配当金が計上されますが、ベンチ
マークは配当調整を行わないことが、上方乖離要因となりました。

上方乖離要因

ベンチマークとの差異の状況および要因
　当期における基準価額の騰落率は＋5.7％
（分配金再投資ベース）となり、ベンチマー
クの騰落率＋4.4％から1.3％上方乖離しま
した。
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分配金について（2018年11月６日から2019年11月５日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第6期 　当期の分配は、複利効果による信託財産
の成長を優先するため、見送りといたしま
した。
　なお、収益分配に充てなかった留保益に
つきましては、運用の基本方針に基づき運
用いたします。

当期分配金 －
（対基準価額比率） （－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 8,598
※��単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

2 今後の運用方針
当ファンド
　引き続き、「米国株式指数マザーファンド」
を高位に組み入れて運用を行います。

米国株式指数マザーファンド
　引き続き、ダウ・ジョーンズ工業株価平均
の採用銘柄を等株数保有し、ダウ・ジョーン
ズ工業株価平均指数先物を含めた実質投資比
率を高位に保ち、ダウ・ジョーンズ工業株価
平均（円換算ベース）の動きに連動する投資成
果を目標に運用します。
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3 お知らせ
合併について

　三井住友アセットマネジメント株式会社は、2019年４月１日に大和住銀投信投資顧問株式会
社と合併し、商号を三井住友DSアセットマネジメント株式会社に変更しました。

約款変更について

●�委託会社の合併に伴う商号変更および電子公告アドレスの変更に対応するため、所要の変更を
行いました。� （適用日：2019年４月１日）
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当期中の運用・管理にかかった費用の総額
（原則として、募集手数料、売買委託手数
料および有価証券取引税を除く。）を期中
の平均受益権口数に期中の平均基準価額
（１口当たり）を乗じた数で除した総経費
率（年率換算）は0.78％です。 

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい
て用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を含みません。 

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満
を四捨五入）です。 

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た
りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ
ります。なお、これらの値はあくまでも参考であ
り、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

１万口当たりの費用明細(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 132円 0.748％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (62) (0.352)

 (販売会社) (60) (0.341)

 (受託会社) (10) (0.055)

(b) 売買委託手数料 4 0.022 
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 

売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 
 (株式) (3) (0.017)

 (先物･オプション) (1) (0.005)

(c) 有価証券取引税 0 0.000 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金  (株式) (0) (0.000)

(d) その他費用 5 0.027 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送回金・資産の移転等に要する費用 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (4) (0.021)

 (監査費用) (1) (0.006)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 141 0.797   
 
期中の平均基準価額は17,601円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド
に対応するものを含みます。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファンド（為替ノーヘッジ型）【愛称：ＮＹドリーム】 

当期中の売買及び取引の状況(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 
設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円
米国株式指数マザーファンド 1,011,841 1,820,927 462,644 868,512
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

 

項     目 
当     期 

米国株式指数マザーファンド 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,502,002千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 2,943,922千円 

(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.51   
 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

利害関係人との取引状況等(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年11月５日現在) 
親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円
米 国 株 式 指 数 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,278,460 1,827,657 3,545,838
 
※米国株式指数マザーファンドの期末の受益権総口数は2,092,867千口です。 
※単位未満は切捨て。 
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファンド（為替ノーヘッジ型）【愛称：ＮＹドリーム】 

投資信託財産の構成 (2019年11月５日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
米 国 株 式 指 数 マ ザ ー フ ァ ン ド 3,545,838 99.6 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 15,930 0.4 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,561,768 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※米国株式指数マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産(4,051,265千円)の投資信託財産総額(4,069,461千円)に対する比率は
99.6％です。 

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=108.79円です。 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年11月５日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 3,561,768,393円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 6,853,149 
 米国株式指数マザーファンド(評価額) 3,545,838,703 
 未 収 入 金 9,076,541 

(B) 負 債 27,310,484 
 未 払 解 約 金 15,917,132 
 未 払 信 託 報 酬 11,293,748 
 未 払 利 息 9 
 そ の 他 未 払 費 用 99,595 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 3,534,457,909 
 元 本 1,900,353,772 
 次 期 繰 越 損 益 金 1,634,104,137 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,900,353,772口
 １万口当たり基準価額(C/D) 18,599円

 
※当期における期首元本額1,319,804,807円、期中追加設定元本額
1,452,178,026円、期中一部解約元本額871,629,061円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

－円
 

損益の状況 
(自2018年11月６日 至2019年11月５日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 △        2,851円
 支 払 利 息 △        2,851 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 222,722,136 
 売 買 益 268,158,662 
 売 買 損 △   45,436,526 

(C) 信 託 報 酬 等 △   20,695,068 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 202,024,217 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 103,860,370 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,328,219,550 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    965,984,030) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    362,235,520) 

(G) 計       ( D + E + F ) 1,634,104,137 
(H) 収 益 分 配 金 0 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G + H ) 1,634,104,137 
 追 加 信 託 差 損 益 金 1,328,219,550 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    970,502,058) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    357,717,492) 
 分 配 準 備 積 立 金 305,884,587 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※期末における、費用控除後の配当等収益(49,906,220円)、費用
控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(152,117,997
円)、信託約款に規定される収益調整金(1,328,219,550円)およ
び 分 配 準 備 積 立 金 (103,860,370 円 ) よ り 分 配 可 能 額 は
1,634,104,137円(１万口当たり8,598円)ですが、分配は行って
おりません。 

 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株式組入

比  率

株式先物 
比  率 
(買建－売建) 

純 資 産
総  額 

 
期 中 
騰落率 

(円換算ベース) 期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
２期(2015年11月５日) 13,046 12.0 125.98 9.9 89.2 9.6 897
３期(2016年11月７日) 11,425 △12.4 107.91 △14.3 91.5 9.0 1,022
４期(2017年11月６日) 16,868 47.6 156.23 44.8 86.0 13.3 1,410
５期(2018年11月５日) 18,224 8.0 166.03 6.3 95.0 5.4 2,627
６期(2019年11月５日) 19,401 6.5 173.35 4.4 91.7 8.1 4,060

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、前日の指数を当日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したもので、設定時
を100として2019年11月５日現在知りえた情報にもとづき指数化した当社計算値です。 

 
「Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品であり、これを利用するライ
センスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、Dow Jones Trademark Holdings LLC、Standard & Poor's 
Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株式組入 

比  率 

株式先物 
比  率 
(買建－売建)  騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ ％
2018年11月５日 18,224 － 166.03 － 95.0 5.4
  11月末 18,374 0.8 166.83 0.5 92.7 7.8
  12月末 16,427 △9.9 149.03 △10.2 90.7 10.3

2019年１月末  17,442 △4.3 158.15 △ 4.7 90.0 10.2
  ２月末 18,489 1.5 167.17 0.7 91.1 8.5
  ３月末 18,339 0.6 165.62 △ 0.2 94.9 5.4
  ４月末 19,028 4.4 171.74 3.4 93.0 6.7
  ５月末 17,751 △2.6 159.72 △ 3.8 92.1 8.4
  ６月末 18,461 1.3 165.91 △ 0.1 92.3 8.0
  ７月末 19,094 4.8 171.45 3.3 95.2 4.8
  ８月末 18,193 △0.2 162.85 △ 1.9 90.8 9.9
  ９月末 18,783 3.1 167.95 1.2 94.5 6.1
  10月末 19,223 5.5 171.76 3.4 91.8 8.1
(期   末)   
2019年11月５日 19,401 6.5 173.35 4.4 91.7 8.1

※騰落率は期首比です。 
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

米国株式指数マザーファンド 
 

第６期 (2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2014年１月６日） 

運用方針 ・ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用されている米国の株式に投資を行い、ダウ・ジョーンズ工
業株価平均（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

・効率的な運用を行うため、株価指数先物取引や上場投資信託証券等を活用する場合があります。
・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。 
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米国株式指数マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※当ファンドのベンチマークは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）です。 
※｢Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品で

あり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、
Dow Jones Trademark Holdings LLC、Standard & Poor's Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によ
ってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。 

 
 

基準価額の主な変動要因(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
 当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用されている米国の銘柄に等株数投資を行
いました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。 
 
 

上昇要因 

 
・ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による金融引締め政策の緩和姿勢への転換が好感

され、株式市場が大きく上昇したこと 

下落要因 
 
・米中貿易摩擦の激化や米国の金融緩和期待の高まりを背景に、米ドルが円に対して

下落したこと 

 

※ベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期  首  18,224円 

期  末  19,401円 

騰 落 率   ＋6.5％ 
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米国株式指数マザーファンド 

 
投資環境について(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
 
 
 
米国株式市場 

 米国株式市場は、期初から12月下旬まで下落しました。米中貿易摩擦問題がくすぶる中、12月
上旬に行われた米中首脳会談の後に二国間の問題解決への期待が後退したことが下押し材料にな
りました。また、中国景気の減速や関税率引上げの影響で、堅調だった米国の企業業績について
も懸念が高まりました。 
 年明けから４月にかけては、株式市場の下落に呼応して米国や中国で政策対応への期待が高ま
ったことや、ＦＲＢが利上げを停止し、景気動向や市場動向に配慮する姿勢に転換したことを好
感し、上昇しました。５月は、米国トランプ大統領が対中輸入関税率の追加引上げを指示したこ
とから再び米中貿易摩擦問題の深刻化に対する懸念が高まり、株価が下落しました。６月から７
月後半にかけては、堅調な企業決算発表を受けて企業業績に対する悲観的な見方が後退したこと
などから、株価が再度上昇に転じました。８月以降は米中貿易摩擦問題に関するニュースフロー
に左右され乱高下する動きとなりましたが、貿易摩擦問題の進展期待の高まりを受け期末にかけ
て値を戻す展開となりました。 
 当期の市場の動きをダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベース）でみると、期首に比べて
8.7％上昇しました。 
 
為替市場 

 米ドル・円相場は、期初はもちあいとなった後、12月下旬から年初にかけて、急激な米ドル
安・円高となりました。１月上旬から４月末にかけては、緩やかな米ドル高・円安基調での推移
となりました。米中貿易摩擦の激化に伴い世界景気の後退懸念が台頭した一方、堅調な景気指標
が発表されるなど強弱材料が交錯したことが要因です。５月から８月にかけては、米国の金融緩
和期待が高まったことや、再び米中の貿易摩擦が高まりリスク回避の動きが強まったことなどを
受け、安全資産とされる円が上昇しました。９月から期末にかけては、米中通商協議に対する期
待などから円は米ドルに対し下落しました。 
 当期の米ドル・円は、期首113円23銭から期末108円79銭と４円44銭の米ドル安・円高となりま
した。 
 
 

ポートフォリオについて(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
 ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指し、期を通じ
てダウ・ジョーンズ工業株価平均指数先物を含めた株式組入比率は100％に近い高位を保ちました。 

当期の米国株式市場は上昇しました。また、米ドルは円に対して下落しました。 
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 当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工
業株価平均（円換算ベース）をベンチ
マークとしています。 
 左のグラフは、基準価額とベンチマ
ークの騰落率の対比です。 
 

 

ベンチマークとの差異について(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
基準価額とベンチマークの対比（騰落率）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ベンチマークとの差異の状況および要因】 
 当期における基準価額の騰落率は＋6.5％となり、ベンチマークの騰落率＋4.4％から2.1％上方
乖離しました。 
 
 

上方乖離要因 

 
・ファンドは保有銘柄の配当権利落ちにより未収配当金が計上されますが、ベン

チマークは配当調整を行わないことが、上方乖離要因となりました。 

 
 

 2 今後の運用方針 
 
 引き続き、ダウ・ジョーンズ工業株価平均の採用銘柄を等株数保有し、ダウ・ジョーンズ工業
株価平均指数先物を含めた実質投資比率を高位に保ち、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算
ベース）の動きに連動する投資成果を目標に運用します。 
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１万口当たりの費用明細(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 売買委託手数料 4円 0.021％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 

売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 
 (株式) (3) (0.017)

 (先物･オプション) (1) (0.005)

(b) 有価証券取引税 0 0.000 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金  (株式) (0) (0.000)

(c) その他費用 4 0.021 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資

金の送回金・資産の移転等に要する費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (4) (0.021)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 8 0.042   
 
期中の平均基準価額は18,300円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
(１)株 式 
 

 
買    付 売    付 

株  数 金  額 株  数 金  額 

外 
国 

  百株 千米ドル 百株 千米ドル 

ア メ リ カ 965 11,627 204 2,137 
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 
(２)先物取引の種類別取引状況 
 

種  類  別 
買   建 売   建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外 
国 

  百万円 百万円 百万円 百万円

株 式 先 物 取 引          D W M I N 2,923 2,768 － －
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※外国の取引金額は、各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金額の合計
です。 
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株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

 
項     目 当     期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,502,002千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 2,943,922千円 
(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.51   

 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

利害関係人との取引状況等(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2018年11月６日から2019年11月５日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年11月５日現在) 
(１)外国株式 
 

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 

業  種  等 
株 数 株 数

評  価  額 
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円  
AMERICAN EXPRESS COMPANY 59 84 1,011 110,028 各種金融 
APPLE INC 59 84 2,177 236,853 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
BOEING CO 59 84 2,968 322,939 資本財 
CATERPILLAR INC 59 84 1,242 135,139 資本財 
CHEVRON CORPORATION 59 84 1,027 111,822 エネルギー 
CISCO SYSTEMS INC 59 84 401 43,673 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
COCA-COLA CO/THE 59 84 449 48,879 食品・飲料・タバコ 
THE WALT DISNEY CO. 59 84 1,123 122,262 メディア・娯楽 
DOW INC － 84 458 49,826 素材 
DOWDUPONT INC 59 － － － 素材 
EXXON MOBIL CORPORATION 59 84 605 65,923 エネルギー 
GOLDMAN SACHS GROUP INC 59 84 1,859 202,240 各種金融 
HOME DEPOT INC 59 84 1,986 216,083 小売 
INTEL CORP 59 84 487 52,990 半導体・半導体製造装置 
INTL BUSINESS MACHINES CORP 59 84 1,163 126,631 ソフトウェア・サービス 
JPMORGAN CHASE & CO 59 84 1,089 118,491 銀行 
JOHNSON & JOHNSON 59 84 1,101 119,788 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
MCDONALD'S CORPORATION 59 84 1,595 173,533 消費者サービス 
MERCK & CO. INC. 59 84 709 77,172 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
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銘     柄 
期首(前期末) 期     末 

業  種  等 
株 数 株 数

評  価  額 
外貨建金額 邦貨換算金額

MICROSOFT CORP 59 84 1,222 132,959 ソフトウェア・サービス 
NIKE INC -CL B 59 84 759 82,654 耐久消費財・アパレル 
PFIZER INC 59 84 321 34,980 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
PROCTER & GAMBLE CO 59 84 1,006 109,522 家庭用品・パーソナル用品 
3M COMPANY 59 84 1,478 160,876 資本財 
TRAVELERS COS INC(THE) 59 84 1,100 119,760 保険 
UNITED TECHNOLOGIES CORP 59 84 1,247 135,682 資本財 
UNITEDHEALTH GROUP INC 59 84 2,124 231,104 ヘルスケア機器・サービス 
VERIZON COMMUNICATIONS INC 59 84 506 55,069 電気通信サービス 
VISA INC 59 84 1,513 164,601 ソフトウェア・サービス 
WALMART INC 59 84 994 108,143 食品・生活必需品小売り 
WALGREENS BOOTS ALLIANCE INC 59 84 504 54,867 食品・生活必需品小売り 

合  計 
株 数 ・ 金 額 1,775 2,536 34,235 3,724,505  
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 30 30 － ＜91.7％＞  

 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※< >内は、純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 
※銘柄コードの変更等、管理上の都合により同一銘柄であっても別銘柄として記載されている場合があります。 

 
(２)先物取引の銘柄別期末残高 
 

 銘  柄  別  
期        末 

買  建  額 売  建  額 

外 
国 

  百万円 百万円

株 式 先 物 取 引 DWMIN 13/12 327 －
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 

 

投資信託財産の構成 (2019年11月５日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

株 式 3,724,505 91.5 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 344,956 8.5 

投 資 信 託 財 産 総 額 4,069,461 100.0 
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※期末における外貨建資産(4,051,265千円)の投資信託財産総額(4,069,461千円)に対する比率は99.6％です。 
※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=108.79円です。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年11月５日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 4,086,461,165円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 234,607,493 
 株 式      ( 評 価 額 ) 3,724,505,322 
 未 収 入 金 24,429,009 
 未 収 配 当 金 1,826,125 
 差 入 委 託 証 拠 金 101,093,216 

(B) 負 債 26,078,351 
 未 払 金 17,001,506 
 未 払 解 約 金 9,076,541 
 未 払 利 息 24 
 そ の 他 未 払 費 用 280 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 4,060,382,814 
 元 本 2,092,867,001 
 次 期 繰 越 損 益 金 1,967,515,813 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,092,867,001口
 １万口当たり基準価額(C/D) 19,401円

 
※当期における期首元本額1,441,899,046円、期中追加設定元本額
1,199,573,732円、期中一部解約元本額548,605,777円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・ 

インデックスファンド（為替ヘッジ型） 
265,209,301円

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・ 

インデックスファンド（為替ノーヘッジ型） 
1,827,657,700円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2018年11月６日 至2019年11月５日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 61,553,638円
 受 取 配 当 金 61,022,353 
 受 取 利 息 544,569 
 支 払 利 息 △       13,284 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 200,786,419 
 売 買 益 341,528,133 
 売 買 損 △  140,741,714 

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 34,479,467 
 取 引 益 62,365,227 
 取 引 損 △   27,885,760 

(D) 信 託 報 酬 等 △      664,762 
(E) 当期損益金 ( A + B + C + D ) 296,154,762 
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 1,185,870,436 
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 964,581,018 
(H) 解 約 差 損 益 金 △  479,090,403 
(I) 計       (E+F+G+H) 1,967,515,813 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( I ) 1,967,515,813 

 
※有価証券売買損益および先物取引等取引損益は期末の評価換え

によるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

・委託会社の合併に伴う商号変更および電子公告アドレスの変更に対応するため、所要の変更を行いました。

 （適用日：2019年４月１日） 

 




